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会期日程

会
期
日
程

会
期
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程

会
期
日
程

会
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程

定
例
会

　会
期
日
程

定
例
会

　会
期
日
程

区　　　分 平成２5年度（Ａ） 平成２4年度（Ｂ） 増減額（Ａ－Ｂ） 前年度比（％）

一 般 会 計 5,278,000 5,490,000 △212,000 △3.9

国民健康保険特別会計 1,431,000 1,473,000 △42,000 △2.9

介 護 保 険 特 別 会 計 903,000 799,633 103,367 12.9

後期高齢者医療特別会計 106,000 101,281 4,719 4.7

下 水 道 事 業 特 別 会 計 443,000 486,000 △43,000 △8.8

農業集落排水事業特別会計 82,000 308,000 △226,000 △73.4

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 154,000 0 154,000 皆　　増

水 道 事 業 企 業 会 計 488,792 511,977 △23,185 △4.5

合　　　計 8,885,792 9,169,891 △284,099 △3.1

25年度　各会計予算規模（当初予算）

　
平
成
25
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
５
日
に
召
集
さ
れ
、
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
議
会
は
、
平
成
25
年
度
予
算
を
中
心
に
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
38
の
議
案
を

慎
重
に
審
議
し
、
全
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
４
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

第１８5回
３月定例会

₃
月
₅
日
（
開
会
）
本
会
議

◦
諸
般
の
報
告 

田
幡
議
長

◦
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
報
告

 

伊
東
副
議
長

◦
小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会
報
告

 

上
野（
憲
）議
員

◦
行
政
報
告
並
び
に
施
政
方
針

 

吉
田
町
長

 

小
澤
教
育
長

◦
全
議
案
の
一
括
上
程
、
説
明

◦
総
括
質
疑

◦
一
般
質
問	

森
田
泰
雄
議
員

 

上
野
憲
子
議
員

₃
月
６
日

◦
一
般
質
問 

大
山
尚
美
議
員

 

上
野　

廣
議
員

　

全
員
協
議
会

₃
月
₇
日
・
₈
日　

特
別
委
員
会

◦
予
算
審
査
特
別
委
員
会

₃
月
11
日
・
1２
日　

本
会
議

◦
議
案
審
議

◦
審
査
報
告

（単位：千円）

一 般 会 計   ５2億７,８００万円

特 別 会 計   3６億７７９万2千円

平成２5年度 予算成立
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一　般　質　問

3

町長施政方針・総括質疑

吉田町長施政方針
　町民皆様の力強いご協力をいただき、11年目を迎えること
ができました。今日までの10年５カ月の間、町政を担う重責
から、誠心誠意、町政運営に当たってまいりました。
　平成25年度も「福祉」「教育」「環境」「平和」の４本柱を基
調に、町民の目線に立ち、将来の滑川町を見据えた「真に豊
かさを実感できる町づくり」に取り組んでまいります。
　今後も変わらぬご支援、ご協力を心からお願い申し上げ、
新しい年度を迎えるに当たっての施政方針といたします。
　事業の概要
１．総務関係
　　・町勢要覧の作成委託料
　　・羽尾表集会所新築工事設計業務委託
　　・防災訓練の実施
２．福祉関係
　　・ 子ども・子育て支援事業計画の策定に伴う調査委託
　　・高校修了時までのこども医療費の無料化
　　・出産祝金及び各種予防接種の継続
　　・健康づくり団体への補助
　　・森林公園年間パスポート券の購入補助
　　・ 第６期高齢者保健福祉・介護保険事業計画の策定委託
３．農林関係
　　・ 中尾下田地区、羽尾中部地区及び山田地区の土地改良

事業及び福田両表地区調査委託
４．土木関係
　　・ 伊古地区の町道201号線舗装補修及び町道103号線道路

改良工事
　　・月輪地区の町道258号線道路改良工事
　　・六軒地区の狭あい道路整備工事
５．環境関係
　　・家庭用太陽光発電システム設置に助成
　　・放射能汚染対策の継続
６．教育関係
　　・子育て支援として学校給食費の無償化を継続
　　・滑川中学校にプレハブ校舎を増設
　　・宮前小学校プール新設工事実施設計委託

総
括
質
疑
Ｑ
＆
Ａ

滑
川
町
役
場
に
お
け
る
臨
時
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
　

豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
ざ
す
滑
川
町
に
と
っ

て
、
行
政
を
う
け
も
ち
、
住
民
の
生
活
を
助
け
る
役
場
職
員
の
充

実
は
大
切
な
問
題
で
す
。公
務
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
削
減
に
む
け
て
、

国
・
県
・
地
方
と
も
世
間
の
厳
し
い
目
を
む
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
仕
事
が
国
か
ら
地
方
に
移
管
さ
れ
、
専
門
性
を
有
す
る
人
材

を
必
要
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
職
員
を
増
員
で
き
な
い
中
で
臨
時
職
員

の
役
割
は
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
臨
時
職
員
の
募
集
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
　

新
年
度
は
14
名
の
臨
時
職
員
を
新
規
に
採
用
し
ま
す
。

　

今
後
は
期
間
任
用
と
し
、
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
必
要
な

条
件
に
見
合
う
方
を
選
考
し
、
採
用
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は

Ｑ
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
町
民
会
館
は
必
要
な
建
物

で
す
。
箱
物
は
要
ら
な
い
と
言
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
第
四
次

総
合
振
興
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
①
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
優
先
し
た
整
備
を
す
る
。

②
多
目
的
利
用
可
能
な
会
議
室
や
集
会
室
を
多
く
設
置
す
る
。

　
　

③
完
成
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
取
り
壊
す
。

　
　

④ 

25
年
度
は
建
設
計
画
を
主
軸
に
お
い
て
外
部
の
有
識
者
を
交
え

て
建
設
検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

総　 　額総　 　額　

（前年比₂億８,4０９万₉千円減）
８８億８,５７９万2千円

平成２5年度 予算成立
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予算審査特別委員会・Ｑ＆Ａ

電
算
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

情
報
漏
え
い
対
策
は

Ｑ
　

ウ
ィ
ル
ス
対
策
機
器
及
び

シ
ス
テ
ム
保
守
委
託
料
や
借

上
料
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
の
情
報
は
安
全
な
の
で
す
か
。

Ａ
　

ウ
ィ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
に
対
策

ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
ま
た
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
操
作
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
回
線
上
に
フ

※

ァ
イ

ア
ー
ウ
ォ
ー
ル
を
設
置
し
、
外
部

と
の
通
信
を
制
御
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
で
き
得
る
限
り
の

対
策
を
実
施
し
、
情
報
漏
え
い
事

案
は
１
件
も
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

利
用
状
況

Ｑ
　

昨
年
か
ら
、
フ

※

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
の
利
用
状
況
は
。

Ａ
　

10
名
利
用
し
ま
し
た
。
緊

急
サ
ポ
ー
ト
の
利
用
者
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

長谷川委員長・高坂副委員長（審査中）

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
審
査
に
あ
た
り
、
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議
長
を
除
く
13
名
で
構
成
し
、
委
員
長
に
は

長
谷
川
元
夫
委
員
、
副
委
員
長
に
高
坂
清
二
委
員
を
選
出
し
、
一

般
会
計
予
算
を
始
め
、
各
特
別
会
計
予
算
６
件
、
企
業
会
計
（
水

道
事
業
）
予
算
１
件
に
つ
き
、
二
日
間
に
わ
た
り
、
一
人
4０
分
の

持
ち
時
間
範
囲
で
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
通
常
の
本
会
議
と

異
な
り
、
執
行
部
の
答
弁
に
は
各
課
長
の
他
、
担
当
部
署
の
職
員

が
配
置
さ
れ
、
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

慎
重
な
審
査
の
状
況
を
Ｑ
＆
Ａ
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

※	

フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル

　

外
部
と
の
通
信
を
制
御
し
、
内

部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
安
全
を
維
持
す
る
ソ
フ
ト
機

器
。

※	

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

は
◦ 

保
育
所
や
幼
稚
園
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
送
迎
や
預
か
り
、

習
い
事
の
送
迎
等
の
活
動
を
行

い
ま
す
。
対
象
は
０
歳
か
ら
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
。

　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

１
時
間
７
０
０
円
〜
８
０
０
円
。

　

病
児
受
け
入
れ
の
緊
急
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。

議案番号 件　名 審査結果 備　考

第26号
平成25年度滑川町一般会計
予算の議定について

可決 賛成全員

第27号
平成25年度滑川町国民健康
保険特別会計予算の議定につ
いて

可決 賛成全員

第28号
平成25年度滑川町介護保険
特別会計予算の議定について

可決 賛成全員

第29号
平成25年度滑川町後期高齢
者医療特別会計予算の議定に
ついて

可決 賛成全員

第30号
平成25年度滑川町下水道事
業特別会計予算の議定につい
て

可決 賛成全員

第31号
平成25年度滑川町農業集落
排水事業特別会計予算の議定
について

可決 賛成全員

第32号
平成25年度滑川町浄化槽事
業特別会計予算の議定につい
て

可決 賛成全員

第33号
平成25年度滑川町水道事業
会計予算の議定について

可決 賛成全員

Q&A予算審査特別委員会
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予算審査特別委員会・Ｑ＆Ａ

滑川町地域通貨券（見本）

副
読
本
の
活
用
は

Ｑ
　

文
科
省
は
震
災
後
、
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
向
け

の
副
読
本
、
「
原
子
力
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
」
を
再
改
訂
し
小
学
校

は「
わ
く
わ
く
原
子
力
ラ
ン
ド
」

中
学
校
は
「
原
子
力
ワ
ー
ル
ド
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
学
校
現
場
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
、
利
用

し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
　

今
、
大
変
問
題
に
な
っ
て

い
る
内
容
で
す
。
各
学
校
で

は
関
係
あ
る
教
科
の
中
で
取
り
入

れ
て
学
習
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

よ
り
利
用
し
や
す
く

Ｑ
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助

成
を
受
け
て
い
る
人
数
、
ま

た
年
間
何
枚
の
利
用
が
可
能
で
す

か
。Ａ

　

現
在
66
人
が
対
象
者
で
、

年
間
一
人
３６
枚
発
行
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
　

一
回
の
乗
車
で
一
枚
の
使

用
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

状
況
に
よ
り
、
複
数
枚
使
え
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
も

あ
り
ま
す
が
。

Ａ
　

利
用
料
金
助
成
事
業
は
、

以
前
は
埼
玉
県
の
事
業
で
し

た
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
今
は
町

単
独
で
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
方
法
は
使
い
勝
手
が
良
い

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は

Ｑ
　

新
規
事
業
で
あ
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定

に
係
る
ニ
ー
ズ
調
査
業
務
委
託
料

２
３
８
万
７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

Ａ
　

町
で
は
平
成
22
年
度
に
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）
を
策
定
し
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
26
年
度
ま
で
の
５

年
間
の
も
の
で
す
。
27
年
度
か
ら

国
の
方
針
で
、「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
」
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
計
画
策
定
を
行
う

に
あ
た
り
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
事
前

に
実
施
し
、業
者
へ
委
託
し
ま
す
。

そ
の
委
託
料
で
す
。

タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
今
後
は

Ｑ
　

今
年
も
タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん

グ
ッ
ズ
販
売
代
金
30
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

Ａ
　

昨
年
大
変
好
評
で
し
た
の

で
今
年
も
引
き
続
き
タ
ー
ナ

ち
ゃ
ん
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
を
販
売
し
て

行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

代
金
で
す
。

商
工
会
加
盟
店
の
活
性
化
の

た
め
に
商
品
券
を

Ｑ　

敬
老
年
金
７
１
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
内
容
は
。

Ａ
　

75
歳
以
上
の
１
４
２
０
人

分
で
、１
人
あ
た
り
５
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　

大
型
店
の
誘
致
に
よ
り
、

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
一
ヶ

所
で
買
物
が
す
み
便
利
で
す
が
、

町
内
小
売
業
者
等
で
は
お
店
を
閉

じ
る
所
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
町

内
業
者
の
活
性
化
の
た
め
に
、

３
０
０
０
円
を
現
金
に
、２
０
０
０
円

は
町
内
商
工
会
加
盟
店
の
商
品
券

と
す
る
案
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ
　

大
変
良
い
考
え
で
す
の
で

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

宮
前
小
学
校
の
プ
ー
ル
の

新
設
設
計
の
内
容
は

Ｑ
　

宮
前
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
設

計
委
託
料
と
し
て
５
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

も
プ
ー
ル
と
体
育
館
を
一
体
と
し

て
移
転
す
る
考
え
な
ど
が
だ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
体
育
館
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
で
す
か
。

Ａ
　

宮
前
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

老
朽
化
が
す
す
み
、
早
期
の

改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
う

け
て
い
ま
す
の
で
、
作
る
場
所
も

含
め
、
検
討
を
し
ま
す
。

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の
役
割

Ｑ
　

子
ど
も
１
１
０
番
の
家
の

謝
礼
と
し
て
、
12
万
６
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町

内
に
何
ヶ
所
の
家
に
依
頼
し
て
い

る
の
で
す
か
。

Ａ
　

小
学
校
３
校
の
た
め
に
協

力
を
を
い
た
だ
い
て
い
る
家

は
、
現
在
１
０
３
軒
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で

す
か
。

Ａ
　

生
徒
・
児
童
が
助
け
を
求

め
た
場
合
の
保
護
及
び
警
察

へ
の
通
報
や
雨
宿
り
協
力
・
用
便

等
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
の
ト

イ
レ
の
提
供
等
で
す
。
謝
礼
は
１

軒
あ
た
り
１
０
０
０
円
位
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

Ｑ
　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定

方
式
を
平
成
26
年
度
に
県
単

位
レ
ベ
ル
で
２
方
式
で
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
昨
年
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

滑
川
町
も
こ
の
中
で
同
方
式
を

取
り
入
れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
。

Ａ
　

昨
年
の
説
明
と
同
じ
で
、

所
得
割
と
均
等
割
の
２
方
式

で
滑
川
町
も
変
更
に
つ
い
て
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医療給付費分

４方式  ２方式

所得割	 6.5％	 所得割	 —％
資産割	 40.0％	 均等割	 —円
均等割	 9,800円
平均割	 19,200円

（滑川町の現在の税率） （現在は実施自治体
　で決定）

ターナちゃんグッズ

子ども11０番の家標識
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平成２4年度一般会計補正予算・特別会計補正予算・Ｑ＆Ａ

平成２4年度 一般会計補正予算・特別会計補正予算

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て

Ｑ
　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
い
わ
ゆ
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
る
条
例
制
定
で
す

か
。Ａ

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強

化
の
た
め
介
護
保
険
法
の一部

が
改
正
さ
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
申
請
者
の
法
人
格
の
有
無
に
係

る
基
準
を
市
町
村
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

図
書
館
費
の
修
繕
料
は

Ｑ
　

図
書
館
費
の
中
に
修
繕
料

と
し
て
13
万
５
０
０
０
円
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

Ａ
　
「
滑
川
町
立
図
書
館
」
の

銘
板
を
正
面
に
つ
け
ま
す
。

図
書
館
入
り
口
の
右
側
壁
に
は
付

い
て
い
ま
す
が
、
正
面
に
無
い
た

め
に
、
住
民
の
方
か
ら
分
り
に
く

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、

銘
板
を
つ
け
ま
す
。

狭
あ
い
道
路
解
消
に
向
け
て

Ｑ
　

町
道
の
構
造
等
の
基
準
を

定
め
る
条
例
案
で
は
、
第
３

種
５
級
道
路
に
は
待
避
所
を
設
け

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い

わ
ゆ
る
狭
あ
い
道
路
に
設
け
る
こ

と
と
解
釈
し
て
い
い
の
で
す
か
。

Ａ
　

そ
の
解
釈
で
結
構
で
す
。

町
で
は
、
狭
あ
い
道
路
の
解

消
を
は
か
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら

六
軒
地
区
で
狭
あ
い
道
路
解
消
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
新
年

度
で
も
引
き
続
き
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　

狭
あ
い
道
路
の
全
線
を
対

象
に
解
消
す
る
と
な
る
と
、

相
当
の
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
当
面
の
不
便
を
早
期
に
解
消

す
る
た
め
に
、
狭
あ
い
道
路
に
待

避
所
を
設
け
る
こ
と
が
良
い
と
考

え
ま
す
が
。

Ａ
　

条
例
制
定
を
機
に
、
今
後

は
指
摘
の
よ
う
に
待
避
所
設

置
の
検
討
を
必
要
に
応
じ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

事
業
給
付
費
に
つ
い
て

Ｑ
　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
社

会
福
祉
費
の
扶
助
費
で

３０
万
９
０
０
０
円
を
増
額
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

と
ガ
ソ
リ
ン
の
補
助
の
２
本
を
補

助
制
度
で
や
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
県
の
補
助
が
一
度

切
れ
た
時
に
、
町
も
一
年
間
実
施

し
な
か
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た

が
、
利
用
者
の
要
望
で
復
活
し
た

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
も
、
今
は
町

単
独
費
用
補
助
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
今
後
も
同
様
に
継
続
し

て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助

成
の
増
額
は
、
利
用
者
が
増

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
対
象
者

は
６６
名
で
、
選
択
制
で
あ
る
燃
料

費
の
助
成
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方

は
２
５
７
名
い
ま
す
。

　

当
初
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
の

み
で
し
た
が
、
燃
料
費
の
助
成
の

希
望
が
多
い
の
で
、
今
後
も
二
者

択
一
の
選
択
制
で
ど
ち
ら
か
を
選

ぶ
事
に
な
り
ま
す
。

　

町
単
独
費
用
の
事
業
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
の
有
効
利
用
は

Ｑ
　

太
陽
光
発
電
設
備
が
庁
舎

及
び
学
校
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
自
家
使
用
に
徹
す
る
か
売

電
す
る
か
の
検
討
が
必
要
に
思
わ

れ
ま
す
。
東
電
よ
り
買
う
電
力
料

金
は
１
kw
当
り
16
円
、
売
電
専
用

に
す
る
と
１
kw
当
り
42
円
と
な
り

ま
す
が
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
不
明
な
点
が
あ
り

ま
す
が
、
十
分
に
調
査
し
て
メ

リ
ッ
ト
の
確
認
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
。

Ａ
　

東
電
の
電
気
利
用
料
金
と

売
電
の
料
金
を
精
査
し
て
今

後
検
討
し
ま
す
。

地域密着型サービス事業所
「大笑庵」

庁舎屋上の太陽光発電パネル

車両一台がやっと通れる道路

Ｑ ＆ Ａ
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その他の議案

第五わくわくクラブ

【第₄号】

　防災会議条例及び災害対策本部条例に関する一部を改正す

る条例の制定について

　※災害対策基本法の一部が改正され、防災会議の事務

をつかさどる条例が変更された件や、委員の規定が変更

されました。

　また、都道府県の災害対策基本法と同一であったもの

を、改正案では市町村の条例で定めるものとしました。

【第₅号】

　子育て支援センター条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

　※子育て支援センター建設に伴い、月の輪地区第₃子

育て支援センター（第五わくわくクラブ）を追加する条

例を定めるものとしました。

【第₇号】

　新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について

　※国が公布した新型インフルエンザ等対策特別措置法

の公布に伴い、各市町村に対して対策本部条例の制定が

求められたことによって、滑川町災害対策本部条例に倣

うかたちで作成されました。

【第1８号】

　一般会計補正予算（第₅号）の議定について

　※歳入歳出それぞれ9474万7干円を追加し、歳入歳出

それぞれ60億5457万4千円としました。

　また、※繰越明許費として、以下の事業があります。

◦自動交付機制御盤修繕事業
� （1,848千円）
◦公社営中尾下田地区土地改良事業
� （55,521千円）
◦社会資本整備総合交付金事業 [町道131号線 ]
� （41,000千円）
◦町道108号線 [ 月輪中組 ]舗装補修等工事
� （15,000千円）
◦町道9314号線 [ 十三塚市堺道路 ]舗装補修等工事
� （6,000千円）
◦エレベータ新設事業 [宮小 ]
� （40,805千円）
◦体育館ＬＥＤ照明器具等交換事業 [宮小 ]
� （6,300千円）
◦理科教育等設備備品購入事業 [宮小 ]
� （802千円）

◦学校外周法
のり

面
めん

等整備事業 [福小 ]
� （2,504千円）
◦体育館ＬＥＤ照明器具等交換事業 [福小 ]
� （6,800千円）
◦理科教育等設備備品購入事業 [福小 ]
� （300千円）
◦学校外周法

のり

面
めん

等整備事業 [月小 ]
� （3,130千円）
◦理科教育等設備備品購入事業 [月小 ]
� （789千円）
◦校舎外壁クラック修繕事業 [滑中 ]
� （730千円）
◦駐輪場増設等事業 [滑中 ]
� （1,000千円）
◦理科教育等設備備品購入事業 [滑中 ]
� （598千円）

※《繰越明許費とは》

　歳出予算の経費のうち、その性質上あるいは予算成立

後のなんらかの理由により、年度内に支出を完了するこ

とのできない見込みのあるものについては、あらかじめ

議会の議決を経て、翌年度に繰り越して使用することが

できる。

　毎会計年度の歳出予算はその年度内に使用することが

原則（会計年度独立の原則）であるが、この原則をその

まま貫くとかえって実情にそぐわず、予算使用が不経

済、非効率的になる場合がある。

【第1９号】～【第24号】各種特別会計補正予算

【第2５号】

　平成２4年度滑川町水道事業会計補正予算（第₂号）の議定に

ついて

その他31議案

　全4２議案　　原案通り可決

　₃月定例議会では、新年度当初予算はもとより、国の大型補正に伴う補正等、
多くの議案が提出されました。
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自治功労者表彰・町人事

　3月定例会では、４人の議員から1０件の※一般
質問が行われ、２日間にわたり、町政全般につい
て活発な議論が展開されました。質問と答弁の要
約内容は９ページから1２ページです。なお、全文
記録（議事録）については、６月中に滑川町ホーム
ページ（http://www.town.namegawa.lg.jp）
に掲載しますのでご覧ください。

一 般
質問

※一般質問＝�議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針
等について所信を聞き、報告や説明を求め疑問点を
質すこと。

我が町政を問う

◉森田　泰雄（９ページ）
◦いじめ問題
◦新設道路の隅切りは

◉上野　廣（1０ページ）
◦森林公園駅周辺の開発・整備を
◦「武州ころ柿」の復活を

◉上野　憲子（11ページ）
◦教育行政
◦要介護認定者の認定書の発行は

◉大山　尚美（1２ページ）
◦災害時応援協定を
◦障がい者の自立就労支援は
◦空き家条例の制定は
◦大気汚染物質 PM2.5への対応は

　　一般質問は
　次ページより

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
、
特
に
功
労
の
あ
っ

た
者
と
し
て
特
別
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　比企郡町村議会議長会よ
り、議会議員として10年以
上在職し、功労のあった者
として表彰を受けました。

　埼玉県町村議会議長会よ
り、議会議員として15年以
上在職し、功労のあった者
として表彰を受けました。

議員自治功労者表彰

町 人 事

石川　正明 議員

稲葉 一正 氏

監
査
委
員

人
権
擁
護
委
員

羽鳥 正則 氏

小髙 清子 氏
（任期 平成２5年４月１日

～平成２９年３月３1日）
（任期 平成２5年３月14日

～平成２９年３月1３日）

公
平
委
員
会
委
員

栁 克実 氏

副
　
町
　
長

髙槗 亮誠 氏

田幡　宇市 議員

森田　泰雄 議員

　

４
月
１
日
か
ら
の
任
期

で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
へ
の
推
薦
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

町政を問う・一般質問
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問
　
最
近
の
道
路
設
計
施
工
に

つ
い
て
非
常
に
無
駄
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
隅
切
り
を
多
く
取

り
施
行
後
ポ
ー
ル
を
立
て
て
狭
く

し
て
、
交
通
の
さ
ま
た
げ
を
招
く

様
な
道
路
が
あ
り
ま
す
。

　

隅
切
り
を
大
き
く
取
り
、
狭
く

使
用
さ
せ
る
理
由
は
。

答　
道
路
構
造
令
に
て
設
計

し
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
た

め
の
指
導
で
町
の
独
自
の
設
計
は

出
来
ま
せ
ん
。
交
差
点
を
ポ
ー
ル

で
狭
く
し
て
い
る
理
由
は
警
察
の

指
導
で
、
歩
行
者
の
巻
き
込
み
事

故
防
止
対
策
で
す
。

問
　
ポ
ー
ル
設
置
に
対
す
る
法

的
義
務
や
巻
き
込
み
事
故
の

文
献
等
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
法
的
義
務
も
文
献
も
あ
り

ま
せ
ん
。

要
望
　

ポ
ー
ル
の
設
置
義
務

や
事
故
に
対
す
る
文
献

も
な
い
よ
う
な
の
で
、
ポ
ー
ル
を

外
し
、
斑ま
だ
ら模
様
に
ペ
イ
ン
ト
を
塗

り
注
意
を
喚
起
す
る
方
法
に
変
え

ら
れ
な
い
か
、
警
察
と
相
談
し
、

善
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
埼
玉
県
教
育
局
よ
り
、
い

じ
め
早
期
発
見
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
教
員
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
が
発
行
さ
れ
て
い
る
と
報
道
さ

れ
て
い
る
が
ど
の
様
な
内
容
で
す

か
。答　

N
ew

「I

’s」
と
題
し
て
、

「
あ
な
た
を
い
つ
も
見
守
り
、

サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
」
と
い

う
こ
ど
も
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

「
愛
情
を
も
ち
、
い
じ
め
に
苦
し

む
こ
ど
も
を
救
う
の
は
「
Ｉア
イ

」
し

か
な
い
」
と
い
う
教
職
員
の
強
い

使
命
感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

い
じ
め
問
題
の
解
消
は
、
ま
さ

に
一
人
一
人
の
教
職
員
に
か
か
っ

て
い
る
課
題
で
あ
り
、
い
じ
め
問

題
に
取
り
組
む
総
て
を
集
録
し
た

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

　

学
校
に
保
護
者
か
ら
、
い
じ
め

の
様
子
に
つ
い
て
申
し
出
や
調
査

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
、
先
生
間
の

綿
密
な
調
査
が
必
要
で
す
が
、
ど

の
様
に
し
て
い
ま
す
か
。

答　
い
じ
め
問
題
は
学
校
の
み

で
解
決
せ
ず
に
、
保
護
者
の

協
力
や
教
育
委
員
会
に
報
告
し
、

関
係
者
全
員
で
取
り
組
む
こ
と
、

ま
た
、
大
き
く
な
ら
な
い
内
に
処

置
す
る
事
が
重
要
の
た
め
周
知
徹

底
を
図
り
ま
す
。

問
　
い
じ
め
問
題
に
関
連
し

た
、
自
殺
等
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
が
集
団
に
な
る
と
い
じ
め
問
題

が
発
生
す
る
も
の
で
す
。

　

家
庭
内
で
い
じ
め
を
見
抜
け
る

の
は
母
親
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
親
子
の
信
頼
関
係

を
強
力
に
し
て
、
何
で
も
話
し
合

え
る
関
係
を
作
り
上
げ
家
庭
内

で
、
い
じ
め
問
題
が
大
き
く
な
ら

な
い
う
ち
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問
い
じ
め
問
題
を

　
小
さ
い
う
ち
に
解
消
す
る
に
は

関
係
者
全
員
で

　
　

取
組
み
早
期
解
決
を
図
る

答

問 新設道路の隅切りは

警察の指導で
　　巻き込み事故防止対策

答

森田　泰雄　議員

町政を問う・一般質問

広くとりすぎた巻き込み事故防止対策



1０

町政を問う・一般質問

問
　「
武
州
こ
ろ
柿
」
は
、
滑

川
町
羽
尾
を
中
心
に
、
最
盛

期
の
昭
和
15
年
代
に
は
、
組
合
で

年
間
約
１
０
０
万
個
の
生
産
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
で
は
、

「
武
州
こ
ろ
柿
」
の
製
造
法
に
よ

り
干
し
柿
を
作
り
、
出
荷
し
て
い

る
農
家
は
町
内
で
一
軒
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。

　

比
企
地
方
の
柿
は
、
栗
と
同
じ

よ
う
に
、ど
こ
の
農
家
に
も
あ
り
、

地
域
の
風
土
に
合
っ
た
歴
史
あ
る

果
物
で
す
。

　

特
に
、
干
し
柿
は
健
康
に
良
い

食
材
で
あ
り
、
健
康
宣
言
し
た
滑

川
町
に
ふ
さ
わ
し
い
食
材
で
す
。

　

滑
川
町
の
柿
栽
培
の
現
状
、
柿

文
化
の
継
承
、
今
後
の
町
の
方
針

に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

答　
直
売
所
へ
の
柿
の
出
荷
者

は
４２
名
で
、
そ
の
中
で
、
干

し
柿
出
荷
者
は
14
名
で
す
。「
武

州
こ
ろ
柿
」
の
製
造
技
術
を
伝
承

し
、品
質
の
良
い
干
し
柿
を
生
産
・

出
荷
で
き
る
よ
う
に
し
て
、「
武

州
こ
ろ
柿
」
の
復
活
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
は
、
耕
作
放
棄

地
と
放
置
さ
れ
て
い
る
美
濃
柿
を

活
用
し
、「
武
州
こ
ろ
柿
」
の
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
健
康
食
品
と
し
て
、
柿

酢
の
生
産
も
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

問
　
森
林
公
園
駅
周
辺
の
区
画

整
理
未
整
備
地
区
に
つ
い
て

の
計
画
は
。

答　
駅
北
口
か
ら
月
輪
下
地

域
、
約
24 

ha
が
区
画
整
理
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民

の
意
向
調
査
を
行
い
、
第
５
次
総

合
振
興
計
画
の
な
か
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

問　
熊
谷
駅
と
森
林
公
園
駅
を

結
ぶ
路
面
電
車
構
想
の
そ
の

後
の
進
展
は
。

答　
国
、
県
に
要
望
し
て
い
る

が
、
現
状
で
は
、
難
し
い
状

況
。
熊
谷
市
と
協
力
し
、
粘
り
強

く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

駅
周
辺
に
あ
る
東
武
所
有
の
遊

休
土
地
の
活
用
状
況
は
。

答　
東
武
は
自
社
物
件
を
建
設

し
て
運
営
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
な
い
。
民
間
に
貸
し
て
活
用

す
る
方
向
。
今
後
、
協
議
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

問　
今
年
３
月
16
日
か
ら
東
武

東
上
線
と
東
急
東
横
線
、
横

浜
高
速
み
な
と
み
ら
い
線
と
の
相

互
直
通
運
転
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

東
洋
一
の
操
車
場
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
森
林
公
園
駅
が
比
企

の
中
核
駅
と
し
て
、
益
々
存
在
価

値
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
森
林
公
園

駅
周
辺
の
開
発
・
整
備
の
現
状
は

不
十
分
で
あ
り
、
い
ま
ま
で
懸
案

で
あ
っ
た
以
下
の
よ
う
な
点
を
う

か
が
い
ま
す
。

上野　　廣　議員

問
森
林
公
園
駅
周
辺
の

　
　
　
開
発
・
整
備
を

第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
な
か
で
検
討

答

問「武州ころ柿」の復活を

技術を伝承し、復活させる答
最盛期の武州ころ柿すだれ棚
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問　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
本
人
や
扶
養
親
族
に
認
定

者
が
い
る
場
合
、
町
長
が
認
め
れ

ば
障
が
い
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
制
度
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
制
度
の
認
定
基

準
を
改
善
し
た
り
し
て
、
活
用
で

き
る
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
が
。

答　
平
成
23
年
度
か
ら
、
滑
川

町
特
別
障
が
い
者
に
準
ず
る

障
が
い
者
等
の
認
定
に
関
す
る
要

綱
を
つ
く
り
実
施
を
始
め
ま
し

た
。
町
の
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

問　
町
に
お
け
る
就
学
援
助
を

受
け
て
い
る
児
童
生
徒
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
国
の
生
活

保
護
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と

要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
・
生
徒

の
認
定
基
準
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
就
学
を
困
難
に
す
る
可
能
性

を
高
め
る
も
の
で
す
が
影
響
は
。

答　
生
活
保
護
基
準
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
と
、
人
数
的
に
は

影
響
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
動

向
を
み
な
が
ら
、
学
校
生
活
に
支

障
が
で
な
い
よ
う
に
、
学
校
や
地

域
で
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
町
内
の
保
育
園
に
お
け
る

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
状
況
調

査
で
は
、
ハ
ル
ム
保
育
園
２
名
、

第
２
ハ
ル
ム
保
育
園
８
名
、
白
い

馬
保
育
園
３
名
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
園
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児
に
対

し
、除
去
食
や
代
替
食
な
ど
、個
々

に
対
し
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
に

行
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
養
護
教
員
や
担
任
が
対
応

し
、
除
去
食
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
牛
乳
で
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
場
合
は
、
麦
茶
な
ど
で
代
替
し

牛
乳
代
を
返
還
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
　
東
京
都
調
布
市
の
小
学
校

で
、
昨
年
1２
月
に
、
乳
製
品

に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
５
年
生
女

児
が
、
給
食
を
食
べ
た
後
に
死
亡

し
ま
し
た
。
児
童
生
徒
１
０
０
人

に
２
〜
３
人
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
と
い
う
文
科
省
の
調
査
結

果
が
あ
り
ま
す
。
町
の
現
状
は
。

答　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め

お
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
子

は
、
幼
稚
園
で
１
名
、
滑
川
中
学

校
で
１
名
で
す
。
食
品
単
品
で
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
子
は
、

幼
稚
園
３
名
、
小
学
校
45
名
、
中

学
校
17
名
で
す
。

上野　憲子　議員

町政を問う・一般質問

問 要介護認定者の
　　認定書の発行は

平成 23 年度より実施答

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
を
早
急
に

今
後
の
課
題
と
し
て
認
識

答

問　
緊
急
時
に
備
え
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に

対
し
用
い
ら
れ
る
自
己
注
射
薬
で

あ
る
「
エ
ピ
ペ
ン
」
を
、
全
教
職

員
が
使
い
方
の
講
習
を
受
け
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
。

答　
現
状
で
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

楽しい給食風景



1２

町政を問う・一般質問

問　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
大
気
汚
染

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
対
応
は
。

答　
測
定
器
購
入
ま
で
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
が
、
県
内
に
22

局
あ
り
、
こ
れ
を
有
効
に
利
用
し

ま
す
。
熊
谷
市
役
所
や
17
号
バ
イ

パ
ス
に
設
置
さ
れ
た
も
の
を
活
用

し
、
正
し
い
情
報
を
よ
り
早
く
住

民
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

障
が
い
者
の
自
立
就
労
支
援
は

問
　
障
が
い
者
優
先
調
達
推
進

法
が
本
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
障
が
い
者
施
設
の
受
注

機
会
の
増
大
を
図
る
も
の
で
す

が
、
町
で
は
仕
事
の
依
頼
や
定
期

的
に
購
入
し
て
い
る
物
は
あ
り
ま

す
か
。
ま
た
、
在
宅
就
業
障
が
い

者
へ
の
仕
事
の
発
注
は
あ
り
ま
す

か
。答　

町
に
は
４
ヶ
所
の
事
業
者

が
あ
り
ま
す
が
、
一
事
業
所

に
町
舎
の
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
を
委
託
し

て
い
ま
す
。
購
入
物
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
情
報
発
信
館
や
滑
川
ま
つ

り
で
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
。
在
宅
就
業
障
が
い
者
の
発

注
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
ど
う
い
う
企
業
団
体
に
働

き
か
け
て
い
き
ま
す
か
。

答　
地
元
の
し
尿
・
土
木
等
専

門
家
の
英
知
を
集
約
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
協
定
文
章
は
ど
う
い
う
先

進
地
の
も
の
を
参
考
に
し
て

い
き
ま
す
か
。

答　
今
後
、
討
議
し
て
い
き
ま

す
。

問　
東
日
本
大
震
災
後
、
自
治

体
と
民
間
事
業
者
の
応
援
協

定
の
締
結
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
町
の
状
況
は
。

答　
災
害
時
応
援
協
定
は
、
急

速
に
高
ま
っ
て
お
り
、
町
で

も
す
す
め
て
い
る
所
で
す
。
物
資

輸
送
、
生
活
物
資
、
賃
貸
住
宅
等

結
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
町
内
の

民
間
業
者
と
前
向
き
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

大山　尚美　議員

問
災
害
時
応
援
協
定
を

地
元
の
英
知
を

　
　
　

集
約
し
て
い
き
ま
す

答

問 PM2.5への対応は
大気汚染物質

正しい情報をより早く伝えます答

長年の空き家

 

空
き
家
条
例
の
制
定
は

問　
近
年
、
経
済
事
情
や
高
齢

化
等
に
伴
い
適
正
に
管
理
さ

れ
な
い
空
き
家
が
増
え
て
い
ま

す
。
自
然
災
害
に
よ
る
倒
壊
の
お

そ
れ
の
あ
る
空
き
家
や
、
資
材
や

草
木
、
ゴ
ミ
の
適
正
管
理
は
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

答　
未
調
査
の
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
住
民
票
が
無
く
住
め

る
状
態
の
家
が
72
軒
あ
り
ま
す
。

雑
草
の
苦
情
は
あ
り
ま
し
た
。

問　
侵
入
や
火
災
は
あ
り
ま
し

た
か
。

答　
火
災
は
平
成
23
年
度
に
１

件
あ
り
ま
し
た
。
空
き
家
は

所
有
権
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

何
か
あ
れ
ば
所
有
者
に
確
認
し
適

正
管
理
を
促
し
て
い
ま
す
。
条
例

に
関
し
て
は
、
今
後
協
議
の
場
を

設
け
て
い
き
ま
す
。
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政務調査費が政務活動費へ

「政務調査費」が政務活動費へ
名称変更されました。

政務活動費とは・・・

　地方自治法の一部を改正する法律が平成24年９月５月に公布されたことによる改正で
す。使途についてはこれまでの調査研究に加え、「その他の活動」が追加されました。
　また経費の範囲については別途定めることとされ、議長がその透明性の確保に努める旨
の規定が加えられており、「その他の活動」について充当可能となった経費は、「議員とし
ての補助金の要請・陳情活動等のための旅費」、「議員として地域で行う住民相談・意見交
換会の経費」、「会派単位の会議に要する経費のうち調査研究活動に資するとされていた活
動」を今回経費の対象とすることができるものとしています。
　なお、政党活動、選挙活動、後援会活動、私人としての活動は、これまでと同様に条例
によっても認められないものとなります。滑川町議会政務調査費の一部を改正する条例の
制定において、規定されました。
　なお、この条例は平成25年３月１日から施行されています。

　議員の調査研究のための必要経費として、議員あるいは会派に対して交付される金銭の
ことです。滑川町では、町の条例で「月額2500円」と定め交付しています。
　平成24年９月の地方自治法の改正により、「政務調査費」という名称は「政務活動費」
に変更されました。また、議員活動の活性化を図る目的で、主に次の点が変更となってい
ます。
　①�　交付の目的、使途の範囲が調査だけでなく、その他の活動・・・主に議員が行う要
請又は陳情活動に要する経費などを新たに対象にしています。

　②�　議員は、交付された「政務活動費」を調査研究その他の活動に使い、年度の終りに
議長に「収支報告書」を提出することが義務づけられています。

　　　政務活動費に残額があればその額を返還します。
　③�　この政務活動費の使途範囲については、全国のそれぞれの議会で条例により独自に
定めています。

　　�　滑川町でも、平成25年２月の臨時議会において「滑川町議会政務活動費の交付に関
する条例」において定めています。
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編
集
後
記

　

本
年
は
、
例
年
に
な
く
桜
の

開
花
も
早
く
、
卒
園
、
卒
業
式
、

入
園
、
入
学
式
を
彩
り
、
祝
っ

て
お
り
ま
す
。

　

第
１
８
５
回
定
例
議
会
が
３

月
５
日
に
開
会
さ
れ
、
本
年
も

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
25
年
度
の
予
算
案
が
執
行

部
よ
り
示
さ
れ
、
限
ら
れ
た
予

算
で
最
大
の
効
果
を
求
め
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
事
業
と

し
て
20
件
の
案
件
が
提
案
さ

れ
、
主
な
も
の
は
滑
川
中
学
校

の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
借
上
料
、
宮

前
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
工
事
設

計
委
託
料
等
が
可
決
さ
れ
、
４

月
１
日
よ
り
平
成
25
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
１
０
９
号
で
現
編
集

委
員
の
任
期
を
迎
え
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
様
や
関
係
者
の

ご
協
力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

後
記
と
致
し
ま
す
。

田
幡

議
会
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員

（
正
） 

伊
東
康
夫
（
副
）大
山
尚
美

 

上
野
憲
子　

長
谷
川
元
夫

 

石
川
正
明　

北
村
徳
章

 

北
堀
一
廣

発
行
責
任
者　

議
長　

田
幡
宇
市

特集・編集後記

議会を傍聴してみませんか
　議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。
　次回の定例会の開会予定は６⺼４日（火）です。

議会広報編集委員会　風景

福田小学校２０名の新入生

平成２５年度 滑川町立幼稚園・小中学校

入園・入学おめでとう

滑川幼稚園
入園１００名
全体園児数
３０５名

福田小学校
入学２０名
全体児童数
１３５名

宮前小学校
入学６１名
全体児童数
４２５名

月の輪小学校
入学１１１名
全体児童数
６３７名

滑川中学校
入学１５２名
全体生徒数
４４８名


